
＊報告

・一報
・経過＊学級学年対応で難しい場合
・事後

☆指導経過を随時報告
(生活指導夕会)

17生－

いじめに対する組織対応フロー

児童・家庭・地域からの情報

・アンケート調査、i-check調査

情報を得た教職員

学年主任｜生活指導主任 副校長 校 長担 任

調査・聞き取り

目白小いじめ防止委員会

◇校長(委員長) ・副校長 ・生活指導主任（・主幹）

学年主任・担任・学年教員 ・SC ・養護教諭等

■事実・指導経緯(調査報告)の共通理解

■問題点の明確化と対策方針の決定

■役割分担等、短期対応計画の作成

■手立ての修正、評価

担任・学年対応

主幹

家庭

学年

PTA 関係諸機関 連携

◇教育部指導課(一報先)

3981-1146

◇区教育センター

3590-5778

◇東部子供家庭

支援センター

5980-5275

◇民生児童委員

◇児童相談所

◇目白警察

スクールサポーター

(内 )3987-0110 2812

短期対応

◇被害者児童ケア（担任・学年・養護教諭・SC・ ）SSW

・心のケア・心身の安全確保と支援・保護者との連携

◇加害児童・関与者等への指導

（担任・学年主任・生活指導主任・SC)

・事実確認、生活指導 ・家庭への連絡(協力依頼)

◇学級・学年指導（担任・学年主任・ ）生活指導主任

◇保護者対応（担任・学年主任・管理職）･

・関係保護者会等 ・家庭訪問等

◇関係諸機関(指導課・センター)報告等（管理職）

中長期対応

◇被害児童・加害児童の人間関係再構築(要支援)

･･･学級活動・道徳◇学級の人間関係の再構築（i-checkの活用）

◇保護者への継続連絡

学校経営全体へ

◇いじめ防止策に反映

◇人権全体計画へ

◇お話朝会等へ

◇実践の積み上げ


